研修出張様式５

研修報告書
	所　　属　　診療課　　　職　種　医師　　　　氏　名　中野　友子

	期　　間　　平成26年9月8日～平成26年9月10日　　（3日間）

	出張目的　　精神保健指定医研修会参加

	出 張 先　　第一ホテル東京

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）

	①「精神保健福祉法と精神保健福祉行政の現状」
この度の法改正に伴う解説と現状の説明があった。院内研修等で既知の内容が多く、確認の機会となった。
②「成年後見制度について」
　成年後見制度の解説に加えて診断書と鑑定書の作成の説明を受けた。
③「精神障害者の社会復帰及び精神障害者福祉」
　　精神医療と患者処遇の歴史から始まり、現状と課題の解説があり、社会復帰活動について事例紹介を含めた解説があった。当院での現状と重なる点が多く、長期入院者の退院支援にまつわる問題等、全国的な今後の課題を認識した。
④「我々の描く精神医療の将来ビジョン」
　精神保健福祉の動向、認知症サポート体制、診療報酬改定、精神科医療の将来像についての解説。院内研修等で既知の内容が多く、確認の機会となった。
⑤「行政業務の実際Ⅰ」
　入院診療にまつわる届出事項や文書の留意点、精神医療審査会の役割等の解説
⑥統合失調症の疾病概念と治療計画
　統合失調症の疫学や病態について仮説を含めた解説。二分法問題と新たな疾患概念の解説。ARMSなどへの早期介入、クリニカルマネジメントについて。
⑦「行政業務の実際Ⅱ」
　ケースレポートの作成について注意点等の解説
⑧「精神障害者の人権と法」
　過去の裁判例を紹介しながら関連法規を含めた解説
⑨「心神喪失者等医療観察法」
　医療観察法の制度と現状の解説
⑩「事例研修シンポジウム」
＜事例1：通信・面会の制限について＞
躁状態の患者が、後に本人の不利益となるであろう内容（推測）の手紙を送ろうとしている事例。病院が信書の発受を制限することはできない。個別の対応法について議論した。
＜事例2：任意入院で開放処遇中の患者の自殺（事故）のケース＞
　過去の判例を紹介しながら自殺の予見可能性及び回避可能性等について解説、議論。日頃の丁寧な診察と診療録記載が大変重要。
＜事例3：「隔離」「拘束」に関して司法判断が下された事例＞
　過去の裁判例を紹介しながら解説、議論。注意深い観察と診察、都度の記録が大変重要。
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